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忘れないで!
震災
の恐
怖
阪 神・淡路大 震災
から2 年た ったけど、
震 太< んは あの時の
ことをおぽ えてる?えっ、ま だ2

年 な んだ。

震太くん 揺れ子ちゃん

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
冫
年
が
経
ち
ま
し
た
。
月

日
の
経
過
と
共
に
、
震
災
の
衝
撃
も
薄
れ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
被
災
地
で
は
未
だ
に
、
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
れ
ず
、
苦
し
ん

で
い
る
方
も
い
ま
す
。

改
め
て
も
う
一
度
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
せ

ん
か
。安

心
は
正
し
い
防
災
知
識
か
ら

防
災
区
民
大
学

地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
に
は
、
一
人
ひ
と
口
か
し
っ
か
n
と

レ
た
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
安
手

。
こ
の
機
会
に
、
区
の
防
災

や
家
庭
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
学
ん
で

見
ま
せ
ん
か
。

日
程
等

卜
表
―

場
所
卜
区
役
所

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
川
電
話

表1 防災区民大学全日程

見
て
、体
験
し
て
み
よ
う

防

災

展

皆
さ
ん
と
一
緒
に
防
災
対
策
に
つ
い

て
考
凡
る
た
め
、
防
沢
朕
を
鬩
催
」
i

す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
の

写
真
や
災
害
備
蓄
物
品
の
展
示
、
ま
た

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
じ
て
い
ネ
y
。日
程
等

日
表
2

起震車 震太くん

防
災
区
民
大
学
・
防
災
展
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
・・・

災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表2 防災展

あなたの意見を

お聞かせください

テーマ:「わたしの望む公園」

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
投
譽
蚕
冢
y
る
コ

ー
ナ
ー
奮
設
け
て
い
奪
歹
。
a
月
の
テ

ー
マ
は
「
わ
た
し
の
望
む
公
園
七
す
。

子
ど
も
の
呉
涵

、
ま
た
温
町
の
方
と

の
情
報
交
換
の
墺
と
し
て
身
近
な
社
交

場
で
あ
る
公
園
。
皆
さ
ん
の
考
凡
を
£

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
選
考
の
う
入
、
掲

載
し
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
粗

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
H
住

所
、
氏
名
。
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、4
0
0子程
度
に
袤
-
}め
て
郵

送
i
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
H
1
月
2
4

日

申
・
問
先
日
広
報
課

〒
1
2
0中

央
本
町
I
-
1
7
-
I

八
3
8
8
0
)
5
1
1

㈹

F
A
χ
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

事
業
系
ご
み
有
料
シ
ー
ル
の
無
償
交
付
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ー
ル
の
交
付

・
有
料
シ
ー
ル
の
無
償
交
付

都
で
ほ
、
1
2
月
I
貝
笂
乖
業
系

冫
か
の
全
面
有
料
化
奮
忖
い
ま
し
た

が
、
次
の
よ
う
な
事
業
者
の
方
に

は
、
昴
遇
措
置
と
し
て
一
定
枚
数
の

有
料
シ
ー
ル
を
無
償
で
交
付
し
ま

す
。対
象
=
区
内
に
事
業
所
が
あ

り
、継
続
し
て
1
年
以
上
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
事
業
者
(
事
業
主
を

含
め
従
業
者
数
叺
人
以
下
)
で
次
の

両
方
の
要
件
に
該
当
す
久
芳
・
:
「住

居
併
用
型
の
生
・
家
業
的
事
業
所
を

営
ん
で
い
る
」ま
た
は
「二
親
等
内

の
親
族
の
み
に
よ
り
事
業
鷽
罟
ん
で

い
る
」/
年
間
所
得
令
額
が
2
7
0
万
円

以
下
交
付
内
容
H
9
0
枚
を
限
度
と

し
て
一
括
交
付
(
期
間
は
L
年
間
で
、

申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
多
一
箴
し

李
歹
)
/
原
則
と
し
瓦
冫
相
当
シ

ー
ル
申
爾
に
必
要
な
も
の
H
申
請

書
膺
掃
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)
/

官
公
署
の
受
付
印
の
あ
る
7
年
分
の

確
定
里
昜
の
控
、8
年
度
分
の
特

別
区
民
税
・
都
民
税
納
税
通
知
書
、

8
年
度
分
の
特
別
区
民
税
の
課
税

汞
政
罪
課
税
)
詆
叨
書
(
有
料
)

の
い
ず
れ
か
/
本
人
?
£
る
こ
y
」否

確
認
で
き
忝
も
の
(
運
転
免
許
証
、

国
民
健
康
保
険
証
等
)
/
印
鑑

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ー
ル
(
無
償
の

ご
み
処
理
券
)
の
交
付

町
内
会
・
考
人
会
・
婦
人
会
等
の

方
々
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
灣
掃
ず

る
際
に
出
る
'
に
み
や
、
町
内
会
等
が

主
催
す
る
行
暮
か
ら
一
時
的
に
出
る

ご
み
に
つ
い
て
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シ
ー
ル
を
交
付
」ぶ
チ
。対
象
日

町
内
会
等
が
主
催
す
忝
芻
祭
り
・
盆

踊
n
な
ど
申
込
u
事
前
に
代
表
者

が
管
轄
の
清
掃
事
務
所
に
申
請

い
ず
れ
も

受
付
時
間
日
管
轄
の
清
掃
事
務
所
で

午
前
9
時
～
午
後
t
時
王
・
日
・

祝
日
を
啄
く
)

申
・
問
先
日
足
立

東
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

ご
報
告
と
お
わ
び

去
る
1
0月
、私
の
就
任
直
後
に
、テ

レ
ビ
に
お
い
で
、
旧
庁
舎
解
体
工
事

の
廃
棄
物
の
一
部
が
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
か
旨
の
報
道
が
涯
れ
黔
レ
た
。

早
4
甜
査
を
命
じ
、
不
法
投
棄
物

を
同
収
・
処
璢
夏
石
£
}
に
、
関

係
業
者
に
は
厳
正
に
対
処
受
行
い
ま

し
た
。
同
時
に
、
区
冫
じ
て
、
廃
棄

物
処
理
に
つ
い
て
見
巨
レ
、
体
制
の

整
翳
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
夲
ほ

か
り
詆
し
た
。
ま
た
、
放
送
内
容
の

一
部
に
疑
義
が
あ
り
、こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
報
遺
機
関
に
抗
議
を
い
た

に
泝

処

。

区
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惡

奮
忝
政
じ

た
こ
む
儖
深
ぐ
ぉ
眤
び

い
た
に
禾
で
と
も
に
、
二
ほ
ど
こ

り
ぶ
7
な
こ
と
が
起
こ
6

ぬ
ぷ
っ
、

全
力
を
傾
け
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
嗔
と
も
区
政
へ
の
ご
協
力
を

賜
9
孚
冫
7

お
願
い
申
」正
け
、

陳
謝
の
y
と
ぱ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ネ
す
。

区
長

吉
田
万
三

◎ エクスプレスは奇数月1 日/ タブロイド 版は毎月5 日 ・15日・25日発行
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ご
注
意
く
だ
さ
い
!

く
ら
し
の
中
の
危
険

ヱ
T
月
か
ら
厠
行
さ
れ
た
製
造
物

責
任
(
P
L
)
法
。
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
は
様
々
な
製
品
事
故
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ホ
y
。
事
故
を
な
ぐ
す
に
は
、

安
全
な
唇
冐
彜
孥
恚
メ
ー
カ
ー
責

任
が
重
要
夊
衿
汞
万
が
、
同
時
に
消

費
者
が
正
し
く
簪
冐
忿
つ
'
」
冫
哭

切
に
な
っ
て
孝
豕
y
。

最
近
の
響
四に
は
、
危
険
夸
4
け
る

た
め
の
「
警
告
表
示
」
が
付
け
5
れ
る

ぷ
つ
に
な
っ
て
さ
ま
し
た
。
消
費
者
の

責
任
と
し
て
、
マ
ー
ク
や
表
示
に
関
心

を
痔
ち
、
商
品
事
故
が
な
い
ぷ
つ
に
気

を
付
け
奔
し
ょ
う

・
も
し
事
故
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
時
は

①
事
故
昴
な
ど
の
証
拠
は
大
切
に
保
管

し
F
‥
)よ
う
。
ま
た
、
事
瞥
写

預
け

る
時
は
亳
畜

扠
苳
氤
唇
い
ま
し
ょ

う

②
ヶ
ガ
を
し
た
と
き
は
、
医
者
の

診
断
書
を
(
被
害
を
鷽
け
た
証
明
に
な

り
汞
Σ

も
ら
い
ま
し
ょ
う

③
高
教

猖
跼
の
写
真
や
メ
モ
な
ど
。
事
故
の
記

譽
茣
U

声
し
ょ
う

・
消
賢
者
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を

全
国
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
る
商
品
事
故
の
情
報
は
、
そ
の
事
故

原
因
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
分
析
・
評

価
さ
れ
、
そ
の
対
策
奠
t
る
た
め
に

鼕
p
れ
ま
す
。事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
ぐ
だ
さ
い
。

・
お
手
持
ち
の
商
品
を
確
か
め
て

事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
メ
ー
カ

ー
は
新
聞
等
に
製
品
の
回
収
や
修
理
の

お
知
豆
こ

社
告
)
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
冢
庭
に
あ
る
商
品
を
も
う
一
度

確
認
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
聘
賢

者
セ
ン
タ
ー
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

消費センターはエル・ソフィア内です

「
暮
ら
し
の
知
恵
と
残
し
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
修
了
記
念
講
演
会

參
加
な
時
に
、
こ
ん
な
時
に
、
い
ざ

と
な
っ
て
困
う
な
い
た
め
に
、
暮
ら
じ

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ー
ア
ド
バ
イ
ス
。
今

の
つ
ち
に
残
し
て
お
き
た
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
は
7
「
濡
芦

に
ス
ポ
ッ
ト
か
当

叉

相
続
に
関
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
。
夛
p
し
の
専
門
家
の
講
師
が
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
毒
y
。日
時
日
2

月
1
8
E
夭
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
1
時

3
0分

対
象
占

調
師
H
横
塚

章
氏
(
弁
護
士
)

定

一
卜
5
0人
(
先
量
環
)

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
S
t
t者
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

9
年
度
消
費
者
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
募
集

消
費
者
活
動
を
応
援
し
ま
す

登
孥
右
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
の
各
施
設
を
莉
用
で
き
ま
す
。

対
象
卜
次
の
要
件
奪
y
べ
て
満
た
す
劭

体
・
・
・
現
に
消
費
責
莇
を
行
つ
て
い
る

団
体
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
団
体
縉

利
目
的
を
除
く
)
で
あ
る
/
規
約
(
会

則
)
に
基
づ
い
た
「活
動
計
画
」を
有

す
る
/
連
絡
責
任
者
が
区
内
在
住
ま
た

は
在
動
者
で
あ
る
/
会
員
が
y
(
以
上

で
あ
る
/
会
員
の
過
半
数
が
区
内
在
住

者
で
あ
る
申
込
日
登
録
申
請
書
居

勳
計
画
轡
、規
則
ま
た
は
会
則
を
添

付
し
窓
口
へ
受
付
期
間
日
2
月
1
日
～

2
8
R、午
前
9
時
～
午
後
i
時
(
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
)

申
・
問
先
n

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

ご注意ください

発火の危険が
あります

次
の
製
品
に
つ
い
て
、発
火
事
故
の

相
談
が
聘
費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
原
因
は
内
部

配
線
の
接
続
不
良
に
よ
る
も
の
で
、
発

煙
・
発
火
の
危
険
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
製
品
は
他
で
も
発
火

事
故
が
起
き
て
い
李
y
。
お
持
ち
の
方

は
、
至
急
ご
連
絡
を
1
1
・
商
品
名
H
s

T
A
N
z
E
x
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、

型
式
‥
S
o
H
-
1
2
0
0
L
(
輸
入

事
業
者

株
式
会
社

エ
ム
ア
ン
ド
エ

ム
)

販
売
期
間
H
7
年
1
月
～
1
2月

問
先
H
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

学
び
た
い
!
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

放
送
大
学
9
年
度
第
1
学
期
学
生
募
集

放
送
大
学
は
生
涯
学
習
を
幅
広
く
進

め
る
た
め
、
文
部
省
が
中
心
と
な
っ
て

開
侭
レ
た
、一
fシ
ピ
こ
フ
ジ
オ
を
葩
っ

て
授
業
査
攵
薪
し
い
タ
イ
プ
の
正
規

の
大
学
で
T

。

入
学
試
験
は
な
く
、
1
8
歳
以
上
で
知

的
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
入
学
で
孝
豕
y
。

学
部
は
散
養
学
部
で
、
現
在
約
珈
の

科
目
が一
つ
の
専
攻
に
分
け
5
れ
、
皆

さ
ん
の
目
的
に
あ
わ
せ
て
1
科
目
か
ら

学
ベ
ホ
す
。

・
全
科
履
修
生

A
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
方
V
　
4

年
以
上
在
学
し
面
接
授
業
な
ど
を

含
め
1
2
4単位
圭

、

「
学
士
(
教
養
)
」
の
学
位
が
取
得
で

き
ま
す
。

・
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

A
広
く
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
方
V
　

選
科
履
修
牛
ほ
F
年
間
在
準
急
コ

ー
ス
、科
目
履
修
生
は
F
学
期
間
(
6

ヵ
月
)
在
学
丁
コ
ー
ス
。
い
ず
れ
も

学
習
テ
ー
マ
夲
痔
っ
て
、
自
分
の
希
望

す
る
科
目
奮
邵
U
て
学
習
し
豕
y
。

放
送
授
業
は
学
期
ご
と
に
辺
汐
石

た
っ
て
の
授
業
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

放
送
し
尽
歹
。
な
お
、
慇
鷽
視
聴
で

奠
笳
っ
た
場
合
に
は
、
恵
】
第
三
学

習
セ
ン
タ
ー
(
生
唾
学
習
館
内
)
に
再

視
聴
用
テ
ー
プ
が
謇
合
れ
て
い
求
歹

の
で
、
こ
こ
で
視
聴
で
き
嫐
y
。

コ
ー
ス
・
費
用
卜
表
I

出
願
受
付
銷

限
卜
2
月
1
5日

授
業
開
始
H
4
月
1

日

問
先
卜
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習

セ
ン
タ
ー

〒
1
2
0東綾
瀬
1
↑
I

ト
1
7

※
資
料
奮
捏
配
布
中
で
す

(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

表1 学費等

● 放送授業は、おおむね| 科目2 単位となっていますの で、1 科目あたりの
授業料は多くの場合8 千円となります

豪上記の授業料には、テキスト( 印刷教材) 代か含まれています

旧
千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画

再
度
区
民
の
意
見
の
集
約
を

区
民
要
望
と
地
元
の
に
ぎ
わ
い
を
基
本
に

ホ
テ
ル
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
会
へ
諮
問

旧
千
佳
本
庁
舎
跡
利
用
対
策
審
議
会
に

諮
問
す
る
諮
問
文
は
、
次
の
と
お
り
で

す

。
「
足
立
区

。一畧

年
1

月
に

「
足
立
区
本

庁
舎
跡
利
用
対
策
審
議
き

か
ら

、
「
跡

地
は
地
域
商
業
発
展
の
中
螟
屁

茗

活

力
拠
点
と
し
て

整
備
。
そ
の
た
め

、
中

心
機
能
は
集
客
効
果
を
期
栫
で

き
る
も

り
ぶ

恚

。
宿
泊
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

査

総
合
し
た
ホ
テ
ル
岑
秡
と
し
て

、
区

民
や
商
工
業
者
に
開
放
し
た
文
化
・
産

業
交
流
機
能
登

罪

名

も
の
が
適
誤

と
い
う
答
申
蚩
碍
て

、
6
誓
J
月
に
「
本

庁
舎
跡
等
利
用
計
画
基
本
計
画
書

」
を

策
定
し

、
事
務
作
業
産

作一
め
て
き
ま
し

た

。そ
の
後

、
8
年
9

月
の
区
長
選
挙
に

よ
り

、
「
ホ
テ
ル
計
画
の
撤
回

」
を
公

約
の
柱
に
掲
げ
た
私
が
区
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
答
申
を
刄
て
か
ら
の
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
や
区
民
世
論
の
勣
向
か

ら
、
私
は
ホ
テ
ル
計
画
に
憔
わ
る
跡
利

用
計
画
に
つ
い
刄
区
民
要
挈
と
「
地
元

の
に
″
£
い
」
を
棊
本
に
早
急
に
策
定

し
て
い
き
た
い
と
?
入
て
お
n
ま
す
。

し
か
し
、
跡
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
様
々
な
ご
縁
辭
が
あ
忝
と
こ
ろ
で

あ
n
汞
y
。
審
巖
会
に
お
か
れ
声
‥
そ

は
、
再
度
、
区
民
の
意
見
を
集
約
し
て

い
た
だ
き
た
ぐ
、
自
申
な
ご
議
論
に
よ

り
、
跡
利
用
計
画
お
よ
び
実
施
に
関
す

る
事
項
の
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
答
申
は
、
様
々
な
も
の
が
想
定
さ

れ
奪
y
が
、
邸
忿
霎
匸
早
期
に
I
&
X
J

し
て
の
方
針
峇
戻
め
て
い
霤
た
い
と
考

え
て
お
Q
i
y

」

審
議
委
員
は
3
5人
で
構
成

審
議
会
の
委
員
数
は
、
「
東
京
都
足

立
区
本
庁
舎
跡
利
用
対
策
審
議
会
条

例
」
で
3
5
人
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
3
5
人
で
構
成
し
李
y
。
内
瓢
驤

会
代
表
1
0人
、
関
係
団
体
1
3人
、
公
募

香
7
人
、
攣
識
経
験
者
―
人
で
歹
。

審
議
テ
ー
マ
は
、
旧
千
住
本
庁
舎
の
跡

利
用
計
画
お
よ
び
実
施
に
関
す
る
事
項

で
、
審
議
会
の
聡
一
は
1
月
を
予
定
し

て
い
掌
y
。

公
募
委
員
6
人
を
募
集

対
象
卜
①
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

幅
広
い
&
'
と
関
心
の
あ
る
方
で
、
9

年
1
月
1
日
現
在
2
0歳
以
上
か
つ
区
内

継
続
在
住
―
ヵ
月
以
上
の
方

②
耆
貴

会
(
平
日
、
月
2
回
程
度
)
に
出
席
で

き
る
方

申
込
H
「
足
立
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
の
あ
な
た
の
考
凡
を

千
早
以
内
に
寥
こ
め
(
椢
早
話
原
稿
用

紙
使
用
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
鷽
明
記
し
郵
送
。
選
考
は
、

庁
a
饗
委
員
命
譱
考
し
、
結
果
は

本
人
あ
ア
遏
知
し
欒
y
庠
軅
書
類

は
返
却
し
ま
廿
刄
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い

期
限
川
2
月
5
日
消
印
有
効

申
・
問
先
卜
企
吻
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
t
㈹

お問い合わせ先

企画課

3880- 5111㈹

表2 旧本庁舎跡利用計画をめぐる経過

前
回
の
審
議
会

答
申
要
旨

7

窺

腎
J

県

蠶

や
東

武
伊
勢
崎
線
、
営
団
地
下
鉄
吁
比
谷

線
・
千
代
田
線
と
い
っ
た
鉄
道
の
結

節
点
に
位
置
し
て
い
る
。
レ
か
レ
な

が
ら
近
年
、
千
住
地
区
9
〈
口
は
減

少
傾
向
と
高
齢
化
の
温
气

商
業
機

能
の
停
滞
・
低
下
な
ど
の
問
騷
豪
瑁

え
て
お
り
、
早
発
笏
応
が
單
豕
れ

て
い
る
。

y
壽

壺
甦
煢

千
住
地
区
に
お
け

る
貴
重
な
大
規
模
用
地
で
あ
ひ
、
北

一
千
住
駅
西
口
再
開
発
ヽ
千
寿
旭
小
ヽ

千
寿
第
六
小
学
校
將
と
い
っ
た
拠
点

覈
7

冫
も

に

、
千
住
地
区
活
性
化

の
起
爆
剤
と
し
て
の
開
発
が
期
待
さ

れ
て
い
る

。

そ
'
』で

、
本
庁
舍
跡
利
用
掌

住

地
区
の
商
噐
S

籏
の
中
根
と
曼

應

力
拠
濯
と
し
て
位
置
づ
け

、
本
庁
舎

跡
利
用
に
お
け

る
開
発
方
針
を
　

「
集
客
効
果
の
期
待
で
き
る
宿
泊
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス

余

テ
ル

」
を
核

‥
y
t葛
設
構
嘔
と
し
'
<
t
t

て
I

を
覆
罕
も
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
&

寳

じ
て
い
る
。
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放
送
大
学
公
開
講
演
会

「
中
国
と
香
港
-
そ
の
歴
史
と
未
来
」

日
時
=
2
月
2
日

亘

、
午
後
1
時

内
容
H
中
国
と
香
港
-
そ
の
歴
史
y
耒

来

講
師
卜
浜
口
允
子
氏
(
放
挙
(
学

教
授
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
、講
演
会
希
葷
と
明
記

期

限
H
1
月
2
4日
必
着

場
・
申
・
問
先

卜
生
涯
学
習
館

※
参
加
者
に
は
記
念

品
奮
曙
呈

〒
1
2
0
東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7

　
(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

生
涯
学
習
館

一
般
利
用
中
止
と
臨
時
休
館

!

般
利
用
中
止

次
の
期
間
は
。
放
送
大
学
単
位
認
定

試
験
等
の
た
め
、
施
設
の
貸
し
出
し
等

を
中
止
し
李
歹
。

期
間
卜
1
月
2
1日

百

・
臨
時
休
館

館
内
消
毒
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま

す
。

期
間
卜
2
月
2
2・
2
3日

-
い
ず
れ
も
!

問
先
卜
生
涯
学
習
館

(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

「
共
通
科
目

」・
「
専
門
科
目
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
・
指

導
力
の
向
上
を
目
指
し
、
講
習
会
岑
行

つ
て
い
ま
す
。
共
通
科
目
と
専
門
科
目

が
あ
り
、
両
方
の
試
験
に
合
格
し
た
方

は
、
区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し

て
認
定
・
登
録
が
で
罌

ヂ

。

・
共
通
科
目

日
程
等
日
表
3

場
所
日
講
義
・・・教
育

研
`
觧
/
実
技
…
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

定
員
卜
7
0人
(
専
門
科
目
合
格

耆
i

死
し
、
ほ
か
は
抽
選
)

自
用
H

無
料

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
ス
ポ

ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
「
共
通
科

目
」、住
所
、氏
名
ヲ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、

性
別
、電
話
番
号
、ス
ポ
ー
ツ
種
目
、所

属
団
体
蚩
明
記

期
限
=
―
月
3
0日
必

着

※
履
修
に
お
い
て
単
位
不
定
が
生

じ
た
場
合
は
、
次
期
講
習
会
以
降
で
も

分
割
の
受
講
が
で
き
ま
す

申
・
問
先

卜
体
育
振
興
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

・
専
門
科
目
「
バ
レ
ー
ボ
ト
ル
」

日
程
等
卜
表
4

場
所
卜
千
寿
本
町
小

学
校

罎
7

足
立
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
ほ
か

定
員
日
3
0人

費
用
H
1

千
5
0
0円
教
材
費
)

申
込
H
往
復
(
ガ

キ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

専
門
科
目
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」、
住
所
、

氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、
電
話
番
号
、年

齢
、性
別
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
年
数
、

所
属
団
体
か
萌
記

期
限
=
2
月
7
日

必
着

申
・
問
先
H
橄
体
育
協
会

〒
墮
中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
6
9
5
(

直
通
)

い
ず
れ
も

対
象
卜
禹
2
0歳
以
卜
で
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
意
竹
つ
て
い
る
方
お
よ
び
指
導
者
を

具
蛋

方

〈
青
少
年
指
導
者
養
成
セ
ミ
ナ
ー
〉

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
つ
か
む
た
め
に
!

「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
・
指
導
法
」

今
回
は
、
自
己
表
現
指
導
を
中
心
に

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
l

曾

つ
け
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
損
尋
に
あ

た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
豕
す
。

日
苣
7

表
5

場
所
=
梅
田
セ
ン
タ

ー

対
象
H
1
6歳
以
上
で
青
少
年
育
成

に
携
つ
て
い
る
方
、
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
園
等
の
先
生
、
テ
ー
マ
に
興
味
あ

る
方
等

費
用
=
無
料

申
込
卜
電
話

ま
た
は
郵
送
(
(
ガ
キ
に
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
所
属
団

体
を
明
記
)

期
限
卜
1
月
2
9日
必
着

申
・
問
先
=
少
年
音
成
係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表3 スポーツ指導員養成講習会「共通科目」

※ 時間はいずれも午後7時～9時

表4 スポーツ指導員養成講習会専門科目「バレーポール」

表5 青少年指導者養成セミ ナー

※ 時間は、いずれも午後7時～9時

保

健

ガ

イ

ド

食
と
健
康
教
室

食
物
繊
維
の
上
手
な
と
り
方

日
時
卜
1
月
2
2
・
2
9
日
、
い
ず
れ
も
水

曜
日
、
午
後
L
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

内
容
卜
面
重
の
食
物
繊
維
を
効
率
よ
く

と
る
た
め
の
食
事
・
便
秘
予
防
体
操

定
員
卜
3
0
人
(
先
髱
順
)
費
用
日
無

料
申
込
=
電
話
場
・
申
・
問
先

=
足
立
保
・
-
屏

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

歌
い
な
が
ら
自
然
に
覚
え
ら
れ
る

ぜ
ん
息
児

腹
式
呼
吸
教
室

日
時
卜
1
月
2
2日
(
水
)
・
2
3日
禾
)
、

い
ず
れ
も
午
後
1
時
A

時

楊
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

対
象
卜
ぜ
ん
旱
儖
綏

中
で
一
歳
以
上

の
禾
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
(
区
内
在

住
者
)

内
容
H
発
作
の
予
防
と
軽
誠

に
役
立
つ
腹
式
呼
吸
を
音
楽
を
通
し
て

身
に
つ
け
豕
y
詆
罟
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

講
師
H
福
田

義
子
氏
(
日
本
音
楽
療
法
研
究
遅
合
幹

事
)

費
用
Ⅱ
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
=
公
案
裲
償
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

健 康教室
「今、考えよう!

あなたの未来」

「も
う
、
年
だ
か
ら
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
7
・
加
齢
に
よ
る
変
化
ほ
避

け
ら
れ
ま
廿
ん
が
、
人
生
8
0年
時
代
で

す
。心
身
共
に
充
実
し
た
J

』れ
か
P

の
た
め
に
、今
、耆
を
罍

疂
ん
か
。

日
程
等
H
表
6

定
員
目
5
0人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
日
足
立
保
″哢

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表6 健康教室日程

● いずれも木曜日、午後1時30分～3時30分

一
緒
に
考
え
ま
し
よ
う
!

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
講
座

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
の
稾

き
咨
詢

気
と
対
応
に
つ
い
て
話
し
毒
歹
。ア
ル

コ
ー
ル
の
y
と
で
、
お
悩
み
の
家
族
の

方
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
廿
ん
か
。

日
時
日
1
月
2
1日
(
火
)
、
午
後
1
時

3
0分
～
2
時
3
0分

定
員
卜
2
0人
(
先

着
順
)

講
師
n
高
田
治
氏
(
ア
ル
コ

ー
ル
専
門
医
)

場
・
申
・
問
先
=
江

北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

やさしく
あたたかい
家庭看護教室

日
程
等
卜
表
7

定
貝
泯
丿人
(
先
着

順
)

費
用
H
無
料

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
中
央
本
町
保
健
相
談

所

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表7 家庭看護教室日程

※ いずれも水曜日、午後1時30分～3時30分

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

共
に
暮
ら
せ
る
地
域
の
輪

区
内
の
作
業
所
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

家
族
僉
、医
療
機
関
、(
ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立
、保
健
所
・
保
健
相
談
所
、社
会
・

―
が
協
力
し
刄
こ
こ
ろ
の

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
奮
灯
い
拿
y
。

こ
の
機
会
に
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
日
1
月
2
5
日
王
)
、午
後
L
時
～
t

時
撮
£
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内

容
=
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
・
・
「障
害
者
を
支

え
る
地
域
や
病
院
を
考
え
る
」
、助
言
。

者
・
;
窪
田
暁
子
氏
(
東
洋
大
学
教
授
)
、

発
表
内
容
-

障
害
者
か
ら
の
体
験
・
メ

ッ
セ
ー
ジ
、演
劇
、合
唱

、
バ
ザ
ー
な
ど

定
員
=
H
-
<

費
用
H
無
料

申
込
H

当
日
直
接
会
場
へ

※
保
育
岑
希
筆
す

る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
(
包
雪
順
、
定
員
あ
ひ
)

※
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
還
慮
ぐ
だ
さ

い

申
・
問
先
日
保
健
予
防
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

柳原千草園

介
護
講
演
会

「
介
護
を
し
て
い
る
方
の
心
の
ケ
ア
」

日
時
H
I
月
2
0日
(
月
)
、
午
後
L
時
3
0

分
L
1
時
卻
分

講
師
=
高
橋
和
己

氏

蔀
立
松
沢
訶
院
精
神
科
医
師
)

定
員
H
3
0人

費
用
日
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
相

談
所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
杏
y
探
験
学
習
を
行
い
ま
す
。日

時
=
1
月
2
2
日
丞
、午
前
9
時
…
E

時
対
象
日
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性

内
容
趾
`
脂
肪
測
定
、血
圧
、血
液
(
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧

血
)
、
尿
検
査
。
骨
密
度
測
定
等

定

員
日
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
Ⅱ
無
料

申
込
↓
露

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所

〒
m一
伊
興
町
前
詞
1
1
5
7
-
6

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
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あだち歳時記
伝統芸能、季節の花、心浮き立つ祭…

、生活か豊かになった代わりに季節感か感じ　

られなくなったといわれますか、足立には、
その時々のまちを彩る風物詩かあります。

区内で行われる年中行事の=lコから、いくつ　

かをご紹介します。

一

月

・

七
褌
神
め
ぐ
り

奥
の
絹
遭
・
千
住
宿
千
寿
七

福
神

1
日
I
7
日

▽
布
袋
蕚
萇
円
寺
・
・
・
千
住
4
-
2
7

-
旦
・
)
大
黒
天
早
佳
本
水
川

神
社
・
・
・
千
住
3
-
召
▽
毘
沙
門

天
籘
専
寺
・
:
千
住
2
E
U
▽

福
禄
寿
禾
勦
院
・
・
・
千
庄
―
-
2
-

2
)
マ
思
比
泰
二
千
住
神
社
・
本

庄
窖
。
乙
町
2
4
-
工
▽
寿
参
人
齡

長
寺
・
・
一
千
庄
仲
町
4
-
-
上
▽
弁

財
天
(

水
川

神
廿
・・
一千

庄
仲

町
4
8
-

旦伊
具
七
福
神
1

日
ふ

冐

▽
大
黒
天
・
弁
財
天
・
毘
沙
門
天

・
布

袋
售

実
相
院
・
・・
伊
興
4
-
1
5
1
U

マ
寿
老
人
・
福
呀

寿

砌

寿
院
・・
庚
興
2
-
1
8
-
1
8
)

▽
恵

比
寿
天

郤

正
寺
・・
・
伊
興
2
-
2
1

茆

じ
ん
か
ん
な
わ
7
日

大
乗
院
(
西
保
木
間
2
F
1
4
-
旦

囘
昭
の
わ
ら
で
幗
ん
だ
6
m
の
t
(
蛇

を
境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
馨
り
せ
ま

す
。
こ
「
百
牋
か
つ
て
飢
端
湎
き

ん
」
の
時
に
寺
が
か
ゆ
奮
蛍
蚕
つ
た

こ
と
に
申
米
寸
三
と
い
う
、
ダ
イ
コ
ン

の
葉
孛
(
れ
た
塲
ぬ
き
の
『
干
葉
粥
(
ひ

ぱ
が
ゆ
ご
が
ふ
る
贏
髫
¥
チ
。

R

指
定
無
形
民
俗
文
化
町

・
成
人
の
日
の
集
い
1
5
R

東
京
る
罷
竺
綾
瀬
3
1
2
0
1
1
)
　

今
年
の
ぼ
内
の
新
虞
人
は
、
t
羊
3
5
7

人

。

・

閻
魔
(

え
ん
ま
)
開

き
1
5

・
1
6
日

勝
男
寺

♀

住
2
-
H
)

1
月
と
T

月
{
B

・
1
6日
は
、
闖
肩

吉
土
も
足
休
日
升
が

。
地
獄
の
豕

も
ふ

た
を
閧
く
と
い
わ
れ
る
'
叭

百

は
、
縁

日
の
露
店
、
屋
台
で

に
ぎ
わ
い
S
ヂ

。

木遣閨魔 王 座 像
f g 翕 暇 々 仆 肘'

・
初
大
師
2
1
日

西
新
井
大
師
酋
新
#
1
1
1
5
-
-
―
)
　

毎
月
2
1
日
が
緑
具

争

か
、
特
に
1

月
は
仞
大
師
と
あ
っ
て

に
ぎ
わ
い
ま
ず
。

境
内
に
は
、
恒
例
の
か
石

ま
市
か
た
ち

李
冤

・

太
子
幽

祭
り
2
2

日

源
証
寺

入
谷
2
-
1
5
-
2
5
)

区
内
で
唯
一
の

苓

王

が
あ
り
、
当

吁
は
、
呶

偲
太
子
の
掛
け
岶
が
護
摩
の

火
に
か
g
g

輦
子

。

だ
る
ま
供
養

二
月

・
豆
ま
き

節
分
{
3
旦

各
神
社
仏
閣

・
島
根
ぱ
や
し

節
分
(
3
旦

冓
神
社
(
島
根
4
-
2
5
-
圭

一
だ
る
ま
供一

節
分
{
3
旦

酉
新
井
大
師
茜
新
#
1
-
1
5
-
圭

朷
大
師
・
納
め
の
大
師
y
淤
し
い
だ

る
ま
に
憊
瓦
で
納
め
ら
れ
た
古
い
な
Q

參
y
痍
み
卜
ぼ
、
読
経
の
あ
夊
哭
し

ホ
ヂ
。

三

月

I
(

阿
弥
陀
厠
{
ろ
く
あ
み
だ
も
う
で
}

彼
岸
の
期
間

竹
日
1
2
3
旦

マ
恵
明

寺
(
f
c
j北
2
-
4
-
3
)

マ
酉
榻
寺
(
北
区
豐
咼
2
j
1
4
1
1
)

マ
無
量
寺

屁

区
西
ヶ
原
L
-

割
-

8
}
v
与
楽
寺
(
北
区
田
端
1
1

2
5
-
よ
▽
常
楽
院
瀰
布
市
西

つ
つ
じ
ヶ
丘
4
-
9
-
▽
常

忿
寸
a
東
区
泓
尸
4
-
4
8
-
3
)
　

阿
弥
陀
像
を
祭
っ
な
7
刀
所
の
寺
と
　

(
木
余
り
の
阿
`
陌
咥
愬
了
扇
2

j
1
9
j
3
)
」
奮
誉
y
、
極
楽
冷
十
否

聊
Z
)
の
で
y
。

木造阿弥陀如来偉(憲明寺所有 区宵形文化財)

`
[
側

・
ボ
ン
デ
ン
祭
り
8

日

西
之
宮
稲
荷
神
社
足
忿
1
1
2
8
-

1
3
)
マ
稲
荷
神
社
汲
沼
2
-
1
5

1
3
0
)
マ
島
水
川
神
社
眤
浜
2
-

2
8
-
T
T
。
i
O
|
月
1
5
旦

悪
瘴
啄

け
な
ど
の
祭
り
。
5

色
の

御

醢
を

餌
り

ま
す
。

西之宮稲 荷 神 社 の ボ ン デ ン祭 り

( 区 無 形 民 俗 文 化 財)
五

月

・
押
部
阿
弥
陀
陬
号
遍
(
お
し
べ
あ

み
だ
い
ん
ひ
や
く
ま
ん
べ
ん
)
2
8
B

阿
弥
陀
院
眞
浜
7
1
1
9
Fヱ直径4～Sにおよぷ大数珠を回しながら念仏を囈えます( 区鳥形民俗文化財)

六

月

・
事
の
輪
く
ぐ
り
3
0

日

水
川
神
藤

笳

正
月
か
ら
平
年
た
つ
ア
嶝
萪
た
渭
の

け
が
れ
を
ほ
ら
い
、
思
灰
払
い
遥
凧
つ

て
茅
の
鞴
く
ぐ
り
な
y
傴
仔
い
宋
す
。

七
月

-
・

閻
皮
開
き
1
5

・
1
6日

勝
専
寺
(

千
住
2
-
U

・

花
畑
の
獅
子
舞第

1

日
曜
日
(

習
)

大
鷺
衵
社
(

花
畑
7
-
1
5
-

↓

古
く
江
戸
中

期
に
は
に
罍

ひ
、
雨
乞

い
や
疫
訶
払
い
{
再

挙

と
し
ア
4
兀

に

な
っ
た
と
い
い
ホ

冤

皀

指
定
無
形
民
俗
文
化

町
}

・

足
立
の
花
火
大
会

下
旬
(

予
こ

荒
川
河
川
敷

♀
崖

新
橋

緊

井
橋

凹

大
正
1
3
年
の
千
庄
新
橋
叩
歹
石
憲

し
て
は
じ
ま
っ
た
千
住
9
彫
{
。
昭
和

5
4
年
に
足
立
の
荀
火
大
会
ぶ
y
丗
居

し
}
C
だ
。
約
&
千
発
の
花
穴
が
夜
空

意
`
り
季
y
。

足
立
の
花
火
大
会

八

月

・
そ
譖
苟
教
室
L

白
A

日

岩
大
寺

沢
月
3
-
1
3
-
2
0
)

小
・
中
幸
生
鷽
刃
家
と
し
扉
萄
教

導
手

。

花畑の卿子舞

九 月
・
鹿
浜
の
獅
子
舞
1
5

日

イ
神
社
で
持
ち
回
り

今
年
は
翳
氷
川

神
社
・・
鹿
浜
2
-
2
8
F
4
)

太
平
安
蛩
征
じ
。
3
叫
の
鰐
ナ
が
、
t

時
間
に
わ
た
Q
男
壮
に
舞
い
踊
n
ま

す
。

皀
指
定
無
形
民
俗
文
化
慰

喇
昆
根
ぱ
や
し

中
旬
D
日
～
1
5旦

罵
神
社
(
島
根
4
-
2
5
-圭

s
年
の
伝
弓
冨
χ
痼
十
套
『
お

は
や
し
に
令
わ
凭

わ
か
め
や
ひ
ょ
っ

な

』か
こ
っ
け
い
に
踊
り
廖
T
。

・
千
住
の
祭
1
5

・
1
6日

千
住
地
区

旧
日
を
嵋
道
を
中
心
じ
た
地
区
で

行
わ
れ
る
秋
祭
り
。
各
町
会
が
目
慢
の

大
神
輿
刄
貘
い
廖
歹
。
4
年
に
U
厦
の

う
る
冫
疋
は
、
大
祭
が
杆
わ
れ
李
y
。

廠浜の獅子舞鳥 観 ば や し( 区 無 形 民 俗 文 化 財)
金 飼 敍神 輿

( 河康 町 稲 荷 神 社所 有 区 有 形 文 化 財)

十

月

覊
左
ぽ
地
峨
ま
っ
り
1
3
・
1
4
B
`

原
・
本
木
地

区

今
年
は
。
3
年
に
L
厦
の
大
祭
。
西

y
井
嚊
?
り
環
七
に
か
け
て
、
神
輿
や
`

圦

籥
2

斈

手

。

閇
六
阿
弥
陀
詣

彼
爾
の

期
間
(
2
0
1
D
-
'
2
6旦

「
三
月
‘
の
項

蔘
照

・

区
民
の
日

口

・

ス
ポ
ト
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
m

笞

孚
忠

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
東
保
木
間
2
-
2
7
-

工

S
A
-
F
e
s
t
a
9
7

中
旬
♀
忠
　

!

荒
川
河
川
敷
(

虹
の
広
撈

十一 月
s
酉
の
市
酉
の
B
(
3
・
1
5
・
召
は
)

大
髯
狎
社
余
畑
7
(
1
5
-
上

鷲
神
社

島

根
1
1
2
5
1

と

・

胤
積

神
代
神
楽

酉
の
日

猖

は
)

茸
神
社

島

根
4
-
2
5
F

工

区
内
で
襌
楽
奮

吭
承
し
て
い
る
の
は
、

島
根
だ
け

。
大
切
に
し
た
い
郷
±
6
H
K

能
で
T
o
R

無
形
民
俗
文
化
阿

・

一
茶
ま
つ
り

匐
日

尨
大
寺
(

六
月
3
-
1
3
1

卻

俳
句
フ
ァ
ン
が
集
い
李
y
。
昨
年
の

全
国
小
・
中
学
校
俳
句
大
会
に
は
、
ア

メ
リ
カ
な
こ
外
国
も
含
め
、
a

万
句
も

の
作
品
が
寄
廿
ら

れ
ま
レ
た
。

第七池区地岐まつり
繭 の 苹

1

十
二
月

・
舎
人
文
化
市
(
ゴ
ボ
ウ
市
)

笋
&
錘
日
B
旦

氷
川
神
社
著
人
5
1
2
1
1
s

令
(
触
ぼ
で
剳
乕
T
壱
続
い
な
コ

ボ
ウ
市
。
昭
和
匍
年
代
に
途
鏨
粢
c

た
が
。
平
成
5
年
に
舎
大
文
化
市
と
じ

て
偃
F
淤
レ
た
。

・
納
め
の
大
師
a

け

酉
新
井
大
師
8
恥
升
1
1
1
5
j
l
}

一蹇まつり蜀“ カヱ。。j yi -

休
日
の
お
供
に
ど
う
ぞ

A
d
a
c
h
i

タ
ウ
ン
ガ
イ
ド

区
の
蓴
設
や
公
園
、区
内
の
名
所

旧
蔘
傴
g
S
`
介
し
た
「A
d
a
c

h
・
L
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
」
。今
回
、資

科
桐
の
デ
ー
タ
荼
粐
¥
1
布
巾

で

歹

。

配

布
撮

£
=

区
政

情

報
冤

、
区

民

亭

務
町

図
S

尼

、

公

社
施

歌

な
ど

問
先

川

広
覗

裂

さ
{
3
8
8

殳
5
1
1
L

㈹

!
―
―
!
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-

―
-
-
-

花

暦

・

梅
Z

月
よ

旬

大
谷
田
公
園

夭

谷
田
4
-
!

園
内
に
は
的
眼
本
の
梅
が
咲
量
手
。

紅
伍
ゐ
「
寒
紅
梅
」
な
ど
葯
扣
柵
類
の
`

芦

黄
色
い

心

之
侮
」
が
楽
し
め
ま

す
。

・

つ
く
し
2

月
下

旬
―

罠
川
河
川
奴

舂
の
訪
れ
を
つ
げ
る
つ
く
い
俘
`
つ
。

荒
川
河
川
敷
で
は
、
多
ぐ
の
小
動
物
や

植
物
膏
蛩
¥
と
が
で
膏
稾
チ
。

・

桜

泛
月
下
句
1
4

月
上
旬

区
の
豕
、
桜
。
区
内
に
は
。
多
く
の

桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。

・
五
色
桜
4
月
よ
司
A
月
上
旬

都
市
機
業
公
聞
麁
浜
2
-
刹

江
北
北
部
緑
穉

公
園
{

谷
在
家
二
丁

目
I

皿
廻
一
〒
自
}

ほ
か

白
や
黄
色
、
淡
紅
色
や
軣

瓢

と
い

っ
た
、
1
5

れ
ま

す
。

ア

メ
リ
カ
か
ら
の
桜
の
特
便
、
レ
ー

ガ
ン
桜
(

舎
人
公
園
・
・・
古
千
谷

丁

二
丁
目

、
皿
沼
Ξ
丁
目
)

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
t
t
月
中
旬
I
下
旬

ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
(
梅
恥
1
-
3
3
-

'
)ほ
か

元
徊

阯
公
園

葆
木
間
2
-
1
7
-
l

こ

笳

蚤

町

区
の

木
郤

刄

茗

、
区
{
祀

は
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ

。
区
内
の
蓼
9

も

で

魯
と
n

ど
り
の

芹
が
見
ら
れ
惠
y

。

・

ぱ
た
ん
4

月
下
旬
廴

冫
月
上
旬

西
新
井
大
師

茜

新
#
1
-
1
5
1
1
}
　

境
内
に
必

夕
冫
刀
所
の
ぽ
た
ん
園
に

は

軻
―

。

・

パ
ラ
5

月
中
旬

青
和
ぱ
ら
公
!

青
#
l
j
1
8
1
5
)

・

つ
つ
じ
5

月
中
旬

千

住
大
川
端
公
園

♀

住
曙

町
4
1
-

四

銹

・
し
よ
う
ぶ
6
月
中
旬

し
よ
冫
哂
公
園
唇
中
2
-
4
-
―
　

か
つ
刄
腓
生
の
花
シ
ョ
ウ
づ
乙
p
咲

膏
乱
れ
て
い
た
と
こ
ろ
刄
疫
爾
。
約
5

千
旛
株
が
咲
鳶
竸
い
廖
y
。

4
コ
ス
モ
ス
辺
月
中
旬

荒
川
河
川
敷
-
四
新
井
檎
卜
陬
大
橋
凹

噺
十
月
桜
1
0
月
下
旬
か
ら
矜
月
中
旬

冫
冫
月
下
旬
?
回

江
北
北
邵
緑
遒
公
園

容
狂
冢
二
丁
目

捲
三
T
息

圏
冒
吊
り
H
月
下
旬
か
ら

碯
髪
庭
園
新
畑
t
-
4
0
-
↓
　

・
訊
蚯
み
?
呆
鳶
艾
だ
め
の
知

恵
。
彎
国
の
汞
角
蚕
だ
立
区
刄

鴛
元

圭
f
。

桜の名所

サ
ツ
キ
と
清
流
の
ま
ち
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

友
好
都
市
「
鹿
沼
」

一

人
口
9

万
1
千
人
の
鬨
S

市
は
、

一
栃
木
&
&
B
-

央
S

綏
"

。
、
累

石
貧
に
か
ほ
て
「
さ
つ
吉
ま
つ
り
」

一
や
「
花
火
大
漁
、
秋
に
は
巖
な

奮
憲
?
刄
れ
た
罌
台
が
繰
り

函
す
「
秧
i
つ
り
」
な
と
で
に
″
彩

一
い
家
y
。
ま
た
、
苓
奎
が
少
な

W
の
で
多
く
の
ゴ
ル
フ
ァー
か
訪
れ

そ
い
`
手
。

匸

方
ヽ
特
産
蔔

藁

刄

コ
ン
ニ

一
ヤ
ク
、ニ
ラ
、
サ
ト
イ
モ
、イ
チ

ゴ
な

ほ

東
京
へ
Ⅲ

㎞
と
い
う
地
の
利
を

-
ス
ボ
ト
ツ
で
は
、
`
戡
、
少
年
野

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ほ
`
、
マ
マ

{
兄

パ
レ

大

池

が

蔘

叺
丶

毎
年
a

月
の
第
2

日
曜
日

に
行

わ
れ
る

『
さ
つ

き
マ
ラ
ソ
ン
』
に
は
'
m

か
ら
蔘
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
訪
れ
ま

す
。

・

主
な
観
光
イ
ベ
ン
ト

▽
よ
罰
徊
・
・
・
莖
m
y
荷
第
1

日
曜
日
(
n
U
・
・
さ
つ
き
マ
ラ
ソ

ン
/
最
終
土
曜
日
(
3
1
旦
・
・
・
花
火

大
会
/
愚
終
土
噸
日
(
3
1
日
T
1
0

日
間
・
・
さ

つ
鳶
ま
つ
り
v
9

月
1
9
日
・
・・
富

于
神
社
泣
意

衵
漢

マ
1
0月
第
冫
土

、日
曜
日
n

・

口

早

・
・
秋
ま
つ
り

▽
M
t

白
1
W

・
僉

ま
つ
り

間
先

卜
鹿
沼
市
観
光
課

?
2
a
苳
冫
I
～

売
沼
市
花
木
セ
ン

タ
ー

?
2
8
9
χ
)
～
l
o

夲
邇

蠢
7

東
武
日
光
翩
新
屁

嗣
鈬
下
車
ホ
咫

は

、
東
北
自
動

靨

磯

糟

イ
ン
タ
ー
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

家
賃
等
を
助
成
し
て
い
ま
す

対
象
=
区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住

す
久
嵩
齢
者
6
歳
以
上
)
の
み
の
世

帯
・
障
害
者
世
帯
・
ひ
と
n
親
世
帯
で

取
り
壊
し
に
よ
る
立
ち
退
き
を
迫
ら

れ
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
で
区
内
の

民
間
賃
賃
住
宅
に
転
居
」
l
?
¥
呑

方

助
成
内
容
=
転
居
一
時
金
/
新
家

賃
と
旧
家
賃
の
差
額
/
契
約
更
新
料

※
世
帯
全
員
の
廚
得
に
よ
亟
盾
局
限

が
あ
9
豕
y
助
成
額
卜
内
容
・
世
帯

人
員
等
に
よ
n
限
度
額
が
あ
n
汞
歹

問
先
日
住
宅
支
援
係

高
齢
者
の
方
へ

住
宅
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

対
象
日
区
内
の
民
間
賃
賃
住
宅
に
居
住

変

嵩
齡
者
6

歳
以
上
)
の
み
の
世

帯
で
立
盈
曾
雲

君
れ
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方

助
成
内
容
凵
住
宅
あ
っ

せ
ん
/
転
居
一
時
金
※
劭
東
京
都
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
足
立
区
支
部
の
協

力
を
寿
て
、
実
算
し
て
い
零
y
問
先

息
簗
支
援
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

・
児
鵞
扶
養
手
当

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
3

年
t
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
1
1ヵ
月
ま

で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
:
龠

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1
年
以
上
の

遺
乗
ま
た
は
F
年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
5
な
い

圭

か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/
父
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
万
(
身
障
手
帳
l
y

蔽

程
度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
1
7

所
得
制
限
以
上
の
収
入

が
あ
る
と
き
(

本
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/

公
的
年
全

寡

葩
し
て
い

こ
き
/

児
竃
が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年
金

を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
と
き
/

児
童
が
施
設
に

入
所
し
て
い
る
と
き
/

昭
和
6
0
年
―
月
1

日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る

よ

う
に
な
っ
た
方
が
i

年
以
上
請
求
匚
な

か
っ
た
と
き

手
当
額
(

月
額
)

日
全

額
支
給
対
象
者
・・・
4
万
千
掬
円
/

一
部

支
給
対
象
者
・
=
2
万
'
卜
千
6
9
0円
/

児
童

が
複
数
り

と
き
の
冫

人
目
・・・
5
千
円

、

叉

目
以
降
・・
S
千
円
を
加
算

圏
児
一
育
成
苹
当

対
象
悲
S
錨
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
(
障
害
9
の
る
児
擦
怙
拷
H
ヵ

月
ま
で
)
を
養
育
じ
て
い
る
万
:
父
母

が
離
婚
/
父
裘
ほ
母
が
死
亡
y
の
る
い

は
、
生
死
不
明
/
父
吏
ぼ
母
に
1
年

以
上
滬
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母

が
法
令
に
よ
り
F
年
以
上
拘
`
曹
れ
て

い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
蛋
'
れ
た

児
童
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
て

も
、
養
育
さ
れ
て
い
な
い
/
父
ま
た
ほ

母
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
万
(
身
体
障

害
耋
1
1

・
2
級
程
度
)

手
当
顕
=
K
j

額
1
万
1
千
瞋
円

い
ず
れ
も

所
得
制
限
が
あ
ひ
ま
す
。
状
況
に
よ

り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
n
汞
歹

の
で
、お
問
い
合
せ
ぐ
だ
さ
い
。
申
・

問
先
日
児
童
罩
当
係

あ
な
た
の
ご
家
庭
で

保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

・
家
庭
福
祉
貝
(
保
育
マ
マ
)

昼
間
勤
め
て
い
る
た
め
、子
ど
も
(生

後
i
週
以
古

譱
未
満
の
乳
幼
児
)
の

世
話
が
で
き
な
い
保
護
者
の
代
わ
り

に
、
そ
の
子
ぐ
冢
福
祉
員
の
お
宅
で

保
育
す
る
仕
事
で
す
。

対
象
=
区
内

在
住
(
特
に
綬
瀬
川
の
東
側
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
枩

の
2
5歳
～
6
0鎭
ま
で

の
方
で
、
保
母
・
教
員
・
看
護
郢
、
ま

放

笑
健
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

圏
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
孑
も
(
生
後
冫
刀

月
以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世
話

が
で
忝
な
い
保
護
者
の
代
わ
り
に
、
一

時
的
に
そ
の
袤
£
棊
儕
か
る
仕
事
で

す
。
対
象
=
区
内
在
住
の
2
5
歳
～
5
0

歳
ま
で
の
児
童
の
保
育
経
験
の
あ
る
万

い
ず
れ
も

施
股
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
2

ヂ

申
先
=
1
社
会
福
祉
協
議
会

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(直
通
)

問
先
=
保
育
振
興
係

国

保

1
月
～
3
月
分
の

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
1
月
L
I
月
分
の

納
付
一
を
、
1
月
a
は
に
郵
送
し
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎

月
末
日
で
す
。
納
恰
紅
の
な
い
便
利

な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
豕
す
。
納
付

!

積
金
通
帳
、
溥
唄
印
を
お
持
ち
の

う
入
、
金
融
機
関
・
国
保
課
、
各
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ

い
。

問
先
卜
資
格
賦
課
係

※
口
座

振
替
の
こ
と
は
収
納
管
理
係
へ

傷
害
事
件
や
交
通
事
故
な
ど

第
三
者
に
よ
り
負
傷
・
疾
病
し
た
場
合
は
お
届
け
を

国
保
加
入
者
の
方
が
、
傷
害
事
件
や

交
通
事
碆
?
の
ぷ
つ
に
、
第
三
者
の

故
意
枩
ほ
過
失
に
よ
ひ
負
傷
・
疾
病

し
た
場
合
の
治
療
費
は
、
加
害
者
の
負

担
に
な
n
乖
歹
。
し
か
し
、
示
談
や
加

害
者
の
弁
償
が
"
だ
で
、
加
入
者
の
方

が
け
ん
か
や
泥
酔
、
無
免
許
・
飲
酒
運

転
等
に
該
燉
T
る
こ
と
が
4
け
れ
ぽ
E

け
出
(
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
)

を
し
、
国
保
で
治
一
″
受
け
る
'
に
と
が

で
満
車
歹
。
な
お
、
国
保
で
治
療
を

き
延
と
き
は
、
保
険
者
で
あ
盃
区
が

一
時
的
に
立
替
え
、
後
日
、
加
害
者
等

へ
請
求
t
g
」
E
に
な
ひ
零
歹
。
問

先
H
保
険
給
付
係

年

金

ねんきん
出張相談

貝
讎
7

下
濔

内
容
基
墮
牟
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、
青

年
セ
ン
タ
ー
で
参
に
'な
い
求
歹

問
先

日
推
進
係

1月のねんき ん出張相談日程

障
害
者
の
方
へ
2
0
歳
に
な
っ
た
ら

「
障
害
基
礎
年
金
」の
請
求
を

特
別
児
童
扶
養
手
当
寡
ひ
取
っ
て

い
る
方
や
2
0歳
前
に
初
診
E
の
あ
る
病

気
や
ヶ
が
な
ど
で
、
皿
乖
活
に
著
し

い
制
限
が
あ
る
障
害
の
方
は
、
2
0歳
に

な
ひ
重
‘と
「
障
害
基
礎
年
魚

が
請

求
で
き
ま
す
。
な
お
、
謂
求
は
、
2
0歳

に
な
っ
た
日
以
降
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
障
害
に
か
か
わ
る
初
磬
缸
郤
歳

前
の
厚
生
年
金
等
の
加
入
中
で
あ
ひ
、

か
つ
昭
和
6
1
年
4
月
1
日
以
前
で
あ
っ

た
た
め
に
、
当
時
の
障
害
厚
生
年
金
等

の
納
付
要
件
で
請
求
で
忝
な
か
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
舩
苻
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
障
害
の
程
度

や
本
人
の
所
得
箏
な
ど
に
よ
ひ
年
金
を

受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
ひ
李
y
。

問
先
卜
給
付
係

2
0歳
の
責
任
は

ま
ず
〝国
民
年
金
加
入〟
か
ら

2
0
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
の
権

利
と
義
務
が
生
に
汞
y
。
国
氏
年
金
に

加
入
す
る
'
に
と
り
t
の
一
つ
で
y
。
2
0

歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま
で
の

方
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入

レ
な
け
5
恥
酋
ま
廿
ん
。
年
金
は
単

に
老
後
の
夛
p
し
を
享
受
だ
け
で
は

あ
り
ま
廿
ん
。
万
一
、
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
や
、
母
子
家
庭
と
な
っ
た
と
き

な
ど
に
は
、
年
金
が
支
給
さ
れ
欒
y
。

生
涯
に
わ
た
n
錘
か
廻

襃
一一一で
き
る

■
w
に
、
年
令
制
度
は
加
入
者
全
員
が

相
互
に
協
力
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
廖
歹
。

申
先
卜
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
年
金
課

問
先
l

謂
係

6
0歳
説
明
会

日
時
等
H

▽
1

月
芻
は
・・・
区
役
所
南
館
1
3

階
会
議
室
▽
2
4日
・・・区
役
所
南
館
p
一

階
会
議
室

※
い
ず
れ

も
午
前
m
蒔

と

午
後
1

時
の
2

回
(

鷽
g

逞
ほ

、
閲

鱗

泯

磋
か
ら
)

対
象
儿

顎

弱

年

2
月
2
日
F
a
月
1
日
生
ま
れ
の
方
(

対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
H

国
民
年
金
制
度
の
仕
組
み
こ
受
給
手
続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
卜
適
用
係

マッサージ券の
有効期 限は
3 月15日まで

喜
寿

臂
樵

、
傘
寿
(
8
0綉
、

米
寿
(
8
8歳
)
の
敬
老
祝
品
と
一
緒

に
お
贈

し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
有

効
期
限
は
J
月
1
5
Rで
す
。
お
早
め

に
翁ヽ
用
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
出
張

料
奮
貝
衵
于
れ
ぱ
目
宅
で
も
マ
ッ
サ

ー
ジ
が
笘
K

れ
凍
歹
。

問
先
=

蝴
襲
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(
糜
通
)

身
近
な
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
万
々
が
長
年
培
っ
て
!
知

識
・
経
験
・
技
能
牽
汲
一
一
し
て
社
会

に
参
加
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
ぶ
7
な
仕
嘉
忝
仔
っ
て
い

欒
y
。
内
容
卜
毛
筆
の
筆
耕
/
大

エ
/
塗
装
/
草
刈
り
/
澗
掃
/
チ
ラ

シ
等
の
配
布
/
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
/

そ
の
他
高
齢
者
向
き
の
仕
事

申

込
=
電
話

申
・
問
先
悲

I
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

布
刄
刄
の
私
立
高
校
・
高
等
専

門
学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の

方
へ
融
責
の
あ
つ
廿
刄
を
し
乖
'
。

期
限
H
2
月
2
8
E
※
申
込
か
ら
融

資
ま
で
一
黯
甘
聞
か
か
2
一
子
。
志

望
校
が
決
ま
2
C
た
ら
お
早
め
に

申
し
叺
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
す
で
に
入

学
倅
等
を
納
入
済
の
場
合
は
融
資
で

耋
専
ん
対
象
H
私
立
高
校
・
高

等
専
門
学
校
ま
&
¥
(
学
(
学
資
格

奩
夛
R

る

、
私
立
の
専
修
学
校
高

等
課
程
進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い

る
保
護
者
/

足
立
区
内
に
引
き
軈
き
1

年
以
上
居
住
し

、
住
民
税
奩
冊
納

し
て
い
な
い
方
/

平
虞
冫
年
中
の
年

収
が
次
の
限
度
額
以
下
の
方
▽
給
与

所
得
者
…
支
払
給
与
の
総
額
1

千
万

円
以
下
▽
事
業
所
得
者
・・・
総
所
得
金

額
等
瞋
万
円
以
下

※
前
記
条
件
に

あ
て
は
ま
る
場
合
で
も
取
扱
金
融
機
関

貸
付
基
準
に
よ
叮
融
資
を
客
K
忝
な

い
場
合
も
あ
n
汞
y
一
資
金
額
卜
1
0

万
円
～
5
0
万
円
T
万
円
単
位
)
対

象
誌
笛
稷
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納

付
額
(
授
業
料
・
寄
付
令
ほ
対
象
外
)

お
よ
び
制
服
代
・
教
科
S
代
(
2
万
円
・
1
0

万
円
の
定
額
算
窗

利
率
誌
百
%

返
済
卜
融
賢
を
吸
口
{
官
の
翌
月

か
ら
1
年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)

取
扱
金
融
箆
7

足
立
農
業
協
同
組
合

の
本
・
支
店
、
足
立
区
内
の
足
立
信
用

金
原
・
成
和
信
用
金
庫

※
金
融
機
関

所
定
の
保
証
を
翼
け
て
い
た
だ
霤
豕
歹
(

保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
・
問
先

基
霧
課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹
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募

集

保

育

園

児

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
に
よ
a
乳
幼
児
の
保
育
が
で
煮
な

い
方
の
た
め
に
、
随
時
保
育
園
入
園
の

相
談
・
申
請
を
営
口
付
け
て
い
ネ
f
y
。

な
疋
し
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
?
き
の
な

い
と
こ
う
も
あ
n
乖
y
。
な
お
、
転
動
・

転
居
等
に
よ
り
転
園
を
鬻
罟
れ
る
方

も
申
膾
が
必
要
で
す
。

申
・
問
先
卜

管
轄
の
福
祉
事
務
所

爰
―
)

学
童
保
育
室

9
年
度
入
室
児
童

対
象
H
4
月
か
ら
小
学
1
年
A

年
生

に
な
る
孑

も

期
限
凵
1
月
2
1日

申
込
H
申
請
書
、
家
庭
状
況
票
、
助
筋

証
明
書
等
を
希
望
ず
る
保
育
室
に
提
出
　

(
用
紙
は
各
保
育
室
に
あ
ひ
豕
y
)

問
先
日
学
童
保
育
係
・
指
導
相
談
係

上

総

湊

健

康

学

園

9
年
度
入
園
説
明
会

9
年
度
上
総
奏
健
康
学
園
入
園
一
璽

を
辱
悠
じ
て
い
李
T
。
お
子
さ
ん
の
健

康
回
復
・
増
進
を
?
凡
て
い
る
保
霞
者

の
万
は
、
ぜ
ひ
、
説
明
会
に
お
越
し
く

が
百
い
。

日
時
卜
―
弖
捏
早
エ
)
、

午
後
1
時

場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

イ
・
こ
ど
も
科
学
館
―
階
研
修
室

対

象
H
現
在
小
学
校
2
A

年
生
刄

ぜ

ん
恩
・
肥
満
・
偏
食
・
虚
弱
等
の
児
童

と
そ
の
保
護
者

内
容
卜
健
康
学
園
の

先
生
、
保
母
が
ビ
デ
オ
等
を
便
い
、
学

園
害
蜃
遯
萌

問
先
日
保
健
給
食
係

栄
養
士
(
非
常
勤
)

対
象
=
栄
養
士
免
F
I
釼
ち
の
方

内
容
日
学
校
給
食
に
関
寸
気
稾
務
動

務
場
所
日
区
立
小
・
中
学
校
動
務
耒

件
等
日
J
T
日
(
8
時
間
程
度
)
/
身

分
は
非
常
勤
職
員
/
採
用
は
t
月
1
日

/
有
休
・
扛
保
有
り

定
員
H
1
0人
程

度

選
考
H
試
験
・
面
接
等
(
日
程
は

後
匯
通
知
)

申
込
卜
自
筆
の
履
歴
書
(

写
真
添
付
)
を
直
接
窓
口
ま
た
は
郵

送

期
限
H
I
月
3
1ぼ
必
着

申
・
問

先
誌
霧
課
保
健
給
食
係

〒
図
中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨

時

職

員

期
間
=
1
月
下
旬
L
a
月
勤
務
日
等

卜
月
卜
金
曜
日
(
月
2
0
R
程
度
)
、午

前
9
時
1
午
後
t
時
対
象
卜
作
業
療

法
士
の
国
家
資
格
を
お
持
ち
の
万

定

S
卜
よ
報
酬
日
日
額
F
万
t
千
8
4
0

円
(
交
通
費
含
む
)

申
・
問
先
日
西

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
9

』

公
立
保
育
園
非
常
勤
職
員

(
保
育
業
務
補
佐
員
)

対
象
H
昭
和
1
2
年
4
月
2
日
卜
昭
和
5
3

年
t
月
1
日
ま
で
に
牟
汞
れ
齠
贋
な

女
性
の
方
/
保
母
・
幼
稚
園
教
諭
・

小
、
中
学
校
教
諭
・
看
護
婦
・
保
健

婦
・
調
理
師
・
栄
養
士
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
お
持
ち
の
方

内
容
H
い
ず
れ

の
資
格
者
も
保
育
、
調
理
、
用
騨
な
ど

保
育
園
業
務
全
股
の
禰
佐

勤
務
日
=

月
・
火
・
金
・
土
曜
日

湎
溟
時
間
勤

務
が
原
則
で
Σ

募
集
人
員
H
若
干

名

報
酬
等
日
月
額
1
3万
千
円
(
8
年

度
実
績
卜
週
2
4
時
間
の
場
合
)
/
有
休

有
り
/
交
通
費
支
給
(
限
度
額
内
)

選
考
方
法
日
書
類
審
査
お
よ
び
圃
接

面
接
日
H
X
月
下
旬
予
足
(
採
用
は
t

月
1
日
以
降

、
欠
員
が
あ
口
次
第
)

申
込
卜
履
歴
書
(

市
販
様
式
・
自
筆
・

写
真
貼
付
・・・ス
ナ
ッ
プ
不
可
)

を
町
接

持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
類
隘

返

却
し
ま
せ
ん

期
限
卜
2

月
5

日
必
着

申
・
問
先
H

児
童
調
整
係

〒
圃
中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

表1 福祉事務所一覧

教

育

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
お
f
{
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
貝
が
相
談
に

応
じ
て
い
ホ
y
。

・
面
接
相
談

日
時
卜
月
疆
日
(
祝
日
夲
啄
く
)
、

午
前
9
時
～
午
後
i
時
申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
日
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
Q
U

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
f
D

S
S
話
相
談

日
時
卜
月
逕
日
(
匐
ぽ
笳
啄
く
)
、

午
前
1
時
～
午
後
t
時
3
0
分

申
・
問
先
卜
教
育
研
`
餅

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

教育研究所

臨時休館

教
育
研
究
所
は
館
内
殺
虫
消
毒
'
m

″
錏
備
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
暉
時

休
館
」ま
す
。

期
間
H
2
月
1
・
2

日

間
先
日
教
脊
研
究
所

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

生

活

環

境

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
家
屋

の
玄
関
等
に
取
尽

け
て
あ
る
住
居
表

示
板

蘰
色
の
ア
ル
ミ
板
ご
屡
狽
・

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
新
し
い

住
居
表
示
板
を
無
料
で
再
交
付
し
て
い

ま
す
。
ど
つ
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

申
・
問
先
卜
住
居
表
示
担

当

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

終
了
地
区
の
お
知
ら
せ

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
p

の
一
環

と
し
て
、
大
麦
火
災
時
の
安
全
な
「
避

難
路
」
や
「
延
焼
遮
断
帯
」
岑
整
備
す

る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
″
妲
進
事
業

奮
行
っ
て
い
求
歹
。こ
の
事
業
は
、
不

燃
化
促
進
区
域
内
で
事
業
実
施
期
間

中
、
一
定
の
羃
羣
に
あ
っ
た
不
燃
建
築

物
盒
孥
夂
芳
に
工
事
費
の
一
部
を
助

虞
し
、
建
物
の
不
燃
化
奮
凭
凖

呑
も

の
で
す
。こ
の
区
域
内
で
建
物
受
題
て

去

と
お
考
λ
の
方
は
ぜ
ひ
、
こ
の
制

度
竃
効
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
築

工
事
簟

ま
で
に
、
助
成
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事

業
は
、
現
在
下
図
の
9
地
区
で
灯
っ
て

り
孚
か
、
小
台
通
り
地
区
・
日
光
街

道
A
地
区
・
補
助
1
9
0
号
線
地
区
の
I
地

区
に
つ
い
ア
ほ
旦
了
月
3
1
日
で
事
業

絳
了
と
な
り
ま
す
。
事
業
終
了
日
に
建

物
が
完
成
し
て
い
る
建
築
物
が
助
臑
対

象
ζ
な
Q
季
ゐ
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
※
不
燃
化
`
進
区
孥
と
は
、
指

定
路
線
の
道
路
の
両
側
か
ら
お
お
口
ね
3
0
m

以
内
の
区
域
、
お
よ
び
甲
央
本
町

と
梅
島
の
一
部
区
域
で
す

問
先
0

防
災
ま
石
づ
く
ひ
係

不燃化促進区域図

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
登
録
受
け
付
け

9
・
1
0
年
度
に
、
区
の
建
設
工
事

等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
f
る

方
は
、
次
9
お
り
申
脾
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
期
間
卜
▽
区
内
業
者
=
・
1

月
2
7
日
～
3
1
日
▽
区
外
業
者
・
:
X
月

1
2
B
～
2
8
日
(
土
・
日
存
啄
く
)

時
間
H
午
前
1
時
3
0
分
～
午
彎
蒔

3
0分
(
正
午
I
午
後
L
時
を
啄
く
)

場
所
卜
区
役
所
H
階

※
駐
車
場
が

不
足
し
て
い
求
す
の
で
、
車
で
の
来

庁
は
ご
還
塚
く
だ
さ
い

申
請
用
紙
H

都
・
財
務
局
指
定
用
紙
を
使
用
(

都
庁
都
民
広
場
地
下
・
東
京
都
弘

済
今
飯
充
)

問
先
卜
工
事
契
約

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

口座振替を
利用していますか
郵便局もご利用になれます

問先= 冫 特別区民税・都民税… 納税課

整理係に>国民 健康保険料… 国民 健康保

険課収納管理係 に>国民年金保険料…国

民年令瓣保険 料係

いずれも 　3B0O―5111( 代)

掲
示
板

・

『
陣
害
児
保
育
・
治
療
教
育
』
学

生
募
集
(
正
課
生
・
聴
調
生
)

内
容
=
夜
間
2
年
課
程
(
授
業
は

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
)
※
く
ゎ

し
ぐ
は
お
問
い
合
わ
す
`
だ
さ
い

問
先
U
7
め
だ
・
あ
け
ほ
の
治
療
教

育
職
員
養
成
所

〒
1
2
3梅田
7
1
1
9

1
2
3
　
(
3
B
B
9
)
1
7
0
0

月
睡
日
の
午
後
1
時
～
&
時
)

F
A
χ
(
3
8
8
9
)
1
7
9
5

・
第
8
回
目
主
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

者
募
篥

日
時
卜
2
月
1
3
R
(
木
)
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
t
歇
芬
内
容
卜
講
演
「
エ

コ
ア
ッ
プ
と
市
民
運
即
/

分
科
会
/

展
示
会

費
用
=
無
料

申
込
=
f
l日

直
接
会
場
へ

場
・
問
先
日
特
別
区
職

員
研
修
所

　
5
6
8
3
)
9
5
0
5

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
第
4
期
区
民
フ
ォ
L
ク
ダ
ン
ス
教

室
L
a
?
3
0
B
、
2
月
1
3
・
2
7

日
、
l
月
1
3
・
2
7
m
'
午
後
C
O
'
時
3
0

分
廴
&
笳
分
/
千
轟
箍
示
学
校
体

育
館
/
1
6歳
嘔
弌

初
心
者
歓
迎
/
5
0
0

円
/
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

長
谷
部

　
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
女
性
セ
ミ
ナ
ー
『子
ど
も
の
ほ
め

方
、
し
か
り
方
い
L

月
1
7
E
(金
)
、

午
前
1
0時
3
0分
～
正
午
/
大
谷
田
谷
中

住
区
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
清
水

『
3
6
p
』
8
)
4
3
p
』
Q
U

足
立
区
地
域
保
険
福
祉
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

住
民
懇
談
会
参
加
者
募
集
!

足
立
区
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
見

直
し
に
あ
た
り
、
住
民
懇
談
会
を
閧

催
し
求
y
。
懇
談
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
区
民
の
方
を
募
集
し
ま

す
。

日
時
卜
▽
―
鳳
官

禾
)
、

午
後
7
時
▽
―
月
2
2
E
王
)
、
午

後
1
時
3
0分

場
所
日
区
役
所

定

一
H
I

回
1
0人
(
抽
選
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
希
望
日
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
4
萌
記

期
限
H
1

月
3
1日
必
着

申
・
問
先
日
衛
生

部
副
参
事
付
計
固
調
篳
素
ほ
高
齢
福

祉
肛
踞

一而
畄
央
本
町
1
1
7
1

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹
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親
睦
交
流
会
参
加
者
募
集

足
立
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
」

あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
?

ス
ポ
ー
ツ
に
親
卜
み
の
な
か
っ
た
方

へ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
閧
発
し

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
。
今
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
る
各
教
室
で
は
、
初
心
者

で
も
す
ぐ
に
ラ
リ
ー
が
楽
し
め
る
と
好

評
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
親
睦
交

燮
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
卜
2
月
2
3日
亘

。
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
3
時

場
所
日
變
に

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
H
小
学
4

年
以
上
で
冫
人
1
組
、
①
女
子
ペ
ア
②

男
子
ペ
ア
③
フ
ァ
ミ
リ
ー
(
混
合
、
親

子
等
)
の
I
ク
ラ
ス

※
人

で
の
参

加
も
可
(
組
み
(
お
せ
は
主
催
者
で
行

い
ま
す
)

定
員
日
1
0
0組(
2
0
0
人
)

費
用
日
1
組
6
0
0円(
人
3
0
0円
)

申

込
H
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
信
用
(
ガ
キ
と
参
加
費
奮
陌
え
て
直

接
窓
口
(
郵
送
不
可
)

※
申
込
書
は

体
育
館
の
あ
る
公
社
池
設
と
区
役
所
体

育
課
に
あ
り
ま
す

受
付
期
間
卜
1
月
1
6

日
～
3
1日

申
・
問
先
卜
体
育
振
興

係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
旦
5
1
1
1

㈹

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
子
ど
も
の
生
活
の
リ
ズ
ム
」

日
時
卜
1
月
2
3日
禾
)
・
3
0日
禾
)
、

午
前
1
0時
～
正
午

対
象
H
幼
稚
園
入

園
前
の
お
子
さ
ん
の
い
る
刧
哭
兀

攬
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

場
・

申
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

撚
一字

さ
ん
の
保
育
を
行
い
ま
す
(
先
着
S

人
)
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

み
つ
け
て
ほ
し
い
あ
な
た
の
生
涯
学
習

生
涯
学
習
情
報
ダ
イ
ヤ
ル

(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

あ
な
た
が
探
し
て
い
る
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
区
内
情
報
を
中
心
に
、

電
話
で
ご
案
内
し
ま
す
。「
何
か
始
め

た
い
・
:
」
そ
う
思
っ
た
時
か
ら
始
ま
る

学
び
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
ま
ず
は
、
ダ
イ

ヤ
ル
か
ら
始
め
黔
し
ょ
う
。

・
ダ
イ
ヤ
ル
開
設
期
間

3
月
1
0
E
ま
で
の
毎
日
(
2
月
2
2
日
・

2
3
日
を
除
く
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
5

時

問
先
卜
生
涯
学
習
館

(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

車
い
す
に
の
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

実
際
に
車
い
す
秀
体
験
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
ア
ど
の
ぷ
つ
に
か
か
わ

っ
た

よ
い
か
考
兄
ま
す
。
き
っ
と
艮

い
経
験
に
な
9

孚
よ

。

日
時
卜
―

月
2
5日
壬
)
、
午
後
L
時
A

時
叩
分

内
容
=
講
演
と
車
い
す
体
験

申
込
凵

電
話

場
・
申
・
問
先
日
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

足
立
西
高
校
生
徒
会

特
養
ホ
ー
ム
「
新
生
苑
」で

お
年
寄
り
と
交
流

H
月
3
0日
、
会
場
の
食
堂
で

は
、
さ
わ
や
か
な
歌
声
。「
も
み

じ
」や
「ふ
る
さ
と
な
ど
を
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
も
元
気
に
合
唱
し

ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
荒
井
裕
罕
さ
ん
は
「
私
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
も
こ
こ
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
て
、
今
年
の
1
月
に
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
日

は
、
自
分
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
思
っ
て
楽
し
ん
で

い
孝
豕
丁

宣
の
い
さ
つ
。
続
い

て
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
で
は
、
手
拍

子
の
輪
が
呎
が
り
、
心
お
ど
る
「
ア
ン

コ
ー
ル
'
・
」
9
戸
。
楽
し
い
交
流
後
、

楽
啓
瓦
一
つ
手
呑
乖
い
す
に
か
兄
、
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
を
各
部
屋
ま
で
介
助

し
て
お
送
り
し
ま
し
た
。
施
設
長
の
近

藤
さ
ん
は
「
お
年
寶
と
の
交
流
は
い

ろ
い
う
と
勉
強
に
な
と
思
う
の
で
、

今
度
は
コ
ン
サ
ー
ト
以
外
で
も
お
願
い

し
ネ
y
と
話
し
て
い
串
歹
。

詩吟クラブが御詠歌を披露

伝
統
の
引
昌
茹
自
呂
U
に

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
も
参
加

～
舎
人
文
化
市
～

1
2月
1
5ほ
、
舎
人
水
川
神
社
境

内
で
「
舎
人
文
化
市
」
が
開
か
れ

廁
し
た
。
歴
史
あ
る
ゴ
ボ
ウ
市
を

復
活
き
せ
ぷ
p
と
、
平
成
5
年
か

ら
始
め
ら
れ
た
こ
の
市
夊

犀
で
4

回
目
。
新
鮮
な
野
菜
が
原
価
で

販
売
さ
れ
忝
と
あ
っ
て
、
午
前
1
0

時
の
万
I
プ
ン
前
に
は
お
よ
そ
崩

人
の
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
用
意

さ
れ
た
の
は
主
役
の
ゴ
ボ
ウ
約
8
0
0

㎏
の
ほ
か
、こ
の
地
域
で
取
れ

た
ネ
ギ
ー
ダ
イ
コ
ン
ー
(
ク
サ

イ
な
ど
。
ま
た
、
舎
人
第
一
小

学
校
の
生
徒
と
父
母
に
よ
る
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
も
加
わ

り
、
買
い
物
を
ず
る
手
を
休
め

た
人
か
ら
崟
卮
拍
手
を
あ
び

て
い
ま
し
た
。

スケッチ
あだち

船長! 恐竜を発見しました
～陣川戸公園オープン

幻
の
恐
竜
を
探
し
て
旅
に
出
た

海
賊
船

。
見
張
り
台
に
上
が
る

と
、
な
な
め
前
方
に
首
長
竜
の
姿

が
浮
か
び
上
が
っ
た

。

「
お
1

い

。恐
竜
を
発
見
し
た
ぞ
」

「
よ
し
、
脅
か
さ
な
い
ぷ
つ
に
近

づ
け
!

」

こ
ん
な
楽
し
い
物
語
も
、
1
2

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
陣
川
戸
公

園
(
保
木
閧
5
ふ
H
I
)
に
行
け

ば
、
夢
じ
ゃ
な
く
な
り
ホ
T
。

元
気
な
船
員
た
ち

関
原
の
森
の

シ
イ
の
木
に

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
つ
い
た
よ
!

1
2月
1
3
R
、
日
が
お
ち
て
暗
く
な

っ
た
関
原
の
森
の
大
忝
な
シ
イ
の
木

に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
。
パ
ツ
と
柔
ら
か

い
光
が
点
滅
す
る
と
、

方
々
か
ら
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
西
新
井
母
の
会

関
本
支
部
が
、
子
ど
も
た

ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
と
2
6

日
ま
で
行
っ
た
も
の
。

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
の
晴
れ

妛
に
、
皆
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
に
な
り
声
‥
)た
。

キラキラと瞬 くイルミネーション 本木東小の
ブラスバンド演奏も

人 権
週 間 街頭キャンペーン
12月4日～10日は人権週間

1
2月
4
日
朝
、
北
千
住
駅
前
の
街
頭

に
て
、
区
の
人
権
擁
護
委
貝
が
人
権
週

間
に
伴
う
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。「
人
権
擁
護
委
戸

と
書
か

れ
た
白
い
た
す
き
を
か
け
、
師
走
の
寒

さ
が
厳
し
い
中
、
少
し
で
も
学
校
や
社

会
で
の
い
じ
め
が
な
ぐ
な
る
ぷ
つ
に
と

の
願
い
を
込
め
て
、
小
冊
子

天
権
Q
&
A
)

等
沺
組
を
、
通
動
・
通
学
途
中

の
人
に
手
侭
し
ま
し
た
。

委
員
の
野
中
さ
ん
は
、
「
人
権
問
題

で
お
困
り
の
方
は
丁
(
で
思
い
悩
ま
な

い
で
、
ぜ
ひ
、
人
権
擁
護
委
員
に
ヽ
箱

談
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う

第
一
回
「
ふ
み
の
日
」手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

手
紙
の
貝
さ
奮
y
く
の

人
に
再
認
識
し
て
も
ら
つ

た
め
郵
政
省
が
行
っ
た
。

「
ふ
み
の
日
」
手
紙
コ
ン

ク
ー
ル
。
そ
の
中
の
「
絵

手
紙
部
門
」
で
、
全
国
約
6

万
4
千
通
の
応
募
の
中

か
ら
、
瀏
江
小
学
校
2
年

の
小
林
歩
J
{ん
が
、
日
本

郵
便
友
の
会
協
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

售
E
は
、
担
任
の
先
生

に
あ
て
た

栄
で
お
米
を

と
い
で
い
る
吟

と

。お
米
啻
と
ぐ
の

が
上
手
に
な
り
ま
し
冫

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
。「
と
っ
て
も
う
れ
し
い
」
と
歩
さ

ん
は
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
み
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

1
2月
1
9日
、足
立
北
郵
便
局
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た

山ノ内町から
老人ホームへ

甘～い
リン ゴ
が届きました

足
立
区
の
友
好
自
治
体
、
長
野
県
山

ノ
内
町
の
中
高
剪
定
研
究
会
(
リ
ン

ゴ
づ
く
り
の
研
究
会
)
か
ら
、1
2月
5

日
、
区
内
特
別
養
護
参
人
ホ
ー
ム
に
リ

ン
ゴ
が
届
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
去
年

に
引
き
続
い
て
l
度
目
。今
回
は
、「
さ

の
」
扇
≒
六
月
」「
グ
レ
ー
ス
ホ
ー

み

の
4
施
設
の
お
年
寄
り
に
届
け
ら

れ
劣
し
た
。早速開封し、甘い香り

を楽しんでいるグレー
スホームの皆さん

-
こ の コ ー ナ ー で は 。 ま ち の 情 報 ・ 話 題 を お 待 ち し て い ま す
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